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公
明
党	

井
上
　
賢
二

　

問　

わ
が
国
の
産
業
競
争
力
の
要
と
も

い
わ
れ
る
レ
ア
メ
タ
ル（
希
少
金
属
）が
携

帯
電
話
に
含
ま
れ
て
い
る
。
レ
ア
メ
タ
ル

は
産
出
国
の
輸
出
規
制
強
化
な
ど
で
、
安

定
確
保
が
差
し
迫
っ
た
重
要
な
課
題
と
な

っ
て
お
り
、
使
用
済
み
の
携
帯
電
話
の
回

収
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
現
在
、
分
別

ガ
イ
ド
で
は
分
別
表
に
購
入
店
返
却
と
小

　
市
民
会
議
21	

近
藤
　
秀
二

　

問　

本
市
の
学
校
図
書
館
は
、
パ
ソ
コ

ン
が
な
く
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
検
索

が
で
き
ず
、
視
聴
覚
の
設
備
も
な
い
。
さ

ら
に
司
書
が
配
置
さ
れ
て
い
な
い
な
ど
、

教
育
先
進
国
に
大
き
く
遅
れ
て
い
る
。
一

方
、
厚
木
基
地
内
の
小
学
校
で
は
図
書
館

の
使
い
方
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
た
め
、
図

書
館
で
の
授
業
を
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
し
て

さ
い
字
で
書
い
て
あ
る
が
、
携
帯
電
話
は

「
捨
て
て
は
い
け
な
い
物
」と
し
て
絵
を
入

れ
て
目
立
つ
よ
う
に
記
載
で
き
な
い
か
。

ま
た
、
廃
棄
す
る
場
合
は
購
入
店
で
処
理

す
る
こ
と
を
促
せ
な
い
か
。
さ
ら
に
市
役

所
な
ど
、
人
の
集
ま
る
施
設
に
専
用
の
回

収
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
、
レ
ア
メ
タ
ル
の

再
利
用
に
協
力
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　

答　

携
帯
電
話
の
分
別
ガ
イ
ド
へ
の
記

載
は
、
「
小
型
家
電
・
金
属
類
」
と
い
う

排
出
区
分
に
な
っ
て
お
り
、
で
き
る
だ
け

購
入
店
に
返
却
す
る
よ
う
に
、
分
別
方
法

の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
明
記
し
て
い
る
。
本

年
度
は
分
別
ガ
イ
ド
の
見
直
し
を
予
定
し

て
い
る
の
で
、
絵
を
入
れ
る
な
ど
見
や
す

く
す
る
よ
う
工
夫
し
た
い
。
ま
た
、
回
収

ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
は
、
家
電
量
販
店
や
コ

ン
ビ
ニ
な
ど
で
、
利
用
状
況
を
検
証
し
な

が
ら
順
次
導
入
を
進
め
て
い
く
と
聞
い
て

い
る
。そ
う
し
た
動
き
を
見
極
め
な
が
ら
、

市
と
し
て
で
き
る
こ
と
は
積
極
的
に
協
力

し
て
い
き
た
い
。

（
ほ
か
に
「
小
中
学
校
の
内
装
木
質
化
の

推
進
に
つ
い
て
」
を
質
問
）

い
る
。
韓
国
で
は
図
書
資
料
や
ネ
ッ
ト
検

索
を
通
じ
、
資
料
収
集
の
能
力
育
成
を
図

る
た
め
、
読
書
習
慣
を
形
成
し
、
自
己
主

導
的
な
学
習
能
力
を
養
成
す
る
目
的
で
、

図
書
館
で
の
授
業
を
行
っ
て
い
る
。
教
育

文
化
日
本
一
を
目
指
す
本
市
で
は
、
そ
の

最
重
要
拠
点
と
な
る
図
書
館
を
、
今
後
ど

の
よ
う
な
考
え
で
整
備
す
る
の
か
伺
う
。

　

答　

学
校
図
書
館
の
ね
ら
い
に
は
教
科

学
習
で
の
年
間
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
支
援
、

情
報
の
活
用
能
力
の
育
成
、
児
童
・
生
徒

の
読
書
の
習
慣
化
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
こ
の
ね
ら
い
を
達
成
す
る
た
め
、
分

類
別
の
蔵
書
の
整
備
を
進
め
、
情
報
収
集

を
行
い
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
し
た
り
、

子
ど
も
た
ち
の
興
味
・
関
心
を
高
め
ら
れ

る
よ
う
な
本
を
増
や
し
た
り
し
て
、
子
ど

も
た
ち
の
希
望
に
応
え
ら
れ
る
学
校
図
書

館
を
目
指
す
。
ま
た
、
司
書
教
諭
や
情
報

機
器
の
整
備
、
図
書
の
管
理
な
ど
、
ユ
ネ

ス
コ
の
諸
原
則
の
使
命
に
沿
っ
た
運
営
を

目
指
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に「
平
成
20
年
度
教
育
要
覧
に
つ
い

て
」「
行
財
政
改
革
に
つ
い
て
」を
質
問
）

　
神
奈
川
ネ
ッ
ト	
渡
部
　
市
代

　

問　

環
境
政
策
へ
の
市
民
の
協
力
体
制

づ
く
り
は
大
切
で
あ
り
、
市
民
参
加
で
進

め
る
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
、
決
断
・
実

行
の
段
階
で
あ
る
。
本
市
も
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４

０
０
１
の
シ
ス
テ
ム
を
残
し
つ
つ
、
自
己

適
合
宣
言
と
し
た
。
全
国
的
に
も
こ
の
傾

向
や
、別
の
シ
ス
テ
ム
に
移
行
し
て
い
る
。

市
民
参
加
が
必
須
の
Ｌ
Ａ
Ｓ

−

Ｅ
と
い
う

シ
ス
テ
ム
が
あ
り
、
そ
の
利
点
は
、
ル
ー

ル
や
審
査
制
度
を
地
域
に
特
化
し
、
地
域

の
目
線
で
運
用
を
検
証
す
る
こ
と
に
あ

る
。
経
費
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
要
素
を
取

り
入
れ
る
こ
と
で
抑
え
る
こ
と
が
で
き

る
。
導
入
し
た
伊
丹
市
で
は
、
１
年
間
で
、

８
８
９
㌧
の
二
酸
化
炭
素
を
削
減
で
き

　	

二
見
　
昇

　

問　

県
で
は
地
球
温
暖
化
対
策
に
総
合

的
に
取
り
組
む
ク
ー
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
宣
言

を
行
い
、
県
庁
舎
内
の
省
エ
ネ
や
太
陽
光

発
電
の
普
及
拡
大
な
ど
に
力
を
入
れ
て
い

る
。
本
市
の
取
り
組
み
で
二
酸
化
炭
素
排

出
量
は
、１
９
９
０
年
と
比
較
し
、ど
う
推

移
し
た
か
。
ま
た
、そ
の
実
情
を
踏
ま
え
、

行
政
の
役
割
と
し
て
、エ
コ
っ
と
21
な
ど
、

既
に
実
施
し
て
い
る
対
策
と
は
別
に
考
え

ら
れ
て
い
る
取
り
組
み
は
な
い
か
。
さ
ら

に
、
企
業
の
対
策
も
必
要
不
可
欠
な
も
の

と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
に
要
請
、
指
導
を

行
っ
て
い
く
の
か
。
温
暖
化
対
策
は
本
市

だ
け
で
な
く
国
全
体
の
問
題
で
は
あ
る
と

思
う
が
、
今
後
、
市
と
し
て
対
策
に
向
け

た
。
本
市
で
も
取
り
入
れ
る
考
え
は
。

　

答　

本
市
は
平
成
14
年
に
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４

０
０
１
を
認
証
取
得
し
た
。
適
正
な
運
用

で
５
年
が
経
過
し
、
市
民
か
ら
公
募
し
た

審
査
員
が
Ｉ
Ｓ
Ｏ
規
格
に
そ
っ
て
運
用
状

況
を
確
認
す
る
、
自
己
適
合
宣
言
に
移
行

し
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
実
施
項

目
を
ス
リ
ム
化
し
、
負
担
の
少
な
い
方
法

で
成
果
を
高
め
る
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
が
で

き
た
。
ま
た
、
審
査
員
に
は
環
境
問
題
に

限
ら
ず
、さ
ま
ざ
ま
な
形
で
意
見
を
伺
い
、

指
導
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う

に
現
在
の
シ
ス
テ
ム
が
良
い
状
態
で
進
ん

で
い
る
の
で
、
も
う
少
し
現
状
の
ま
ま
で

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
ほ
か
に
「
家
庭
系
可
燃
ご
み
の
減
量
施

策
に
つ
い
て
」
を
質
問
）

た
条
例
を
制
定
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

　

答　

本
市
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
は
１

９
９
０
年
の
約
69
万
㌧
に
比
べ
、
２
０
０

４
年
は
約
77
万
㌧
で
約
11
％
の
増
加
と
な

っ
て
い
る
。
温
暖
化
防
止
に
は
市
民
、
事

業
者
、
行
政
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
と
責
任

に
応
じ
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。
本
市

で
は
節
電
・
節
水
、
マ
イ
カ
ー
通
勤
自
粛

に
よ
る
環
境
配
慮
活
動
や
環
境
展
を
は
じ

め
と
す
る
啓
発
活
動
、
エ
コ
っ
と
21
推
進

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
の
各
種
施
策
を
展
開

し
て
い
る
。
ま
た
、
企
業
に
も
事
業
系
ご

み
の
減
量
化
な
ど
積
極
的
な
取
り
組
み
を

お
願
い
し
て
い
る
。
条
例
制
定
は
ク
ー
ル

ネ
ッ
サ
ン
ス
宣
言
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

で
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
今
後
の
国
や

県
の
動
向
を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

使用済み携帯電話
のリサイクルの現
状と対策について

学校図書館のあり
方と今後の整備を
どう進めていくか

市
民
参
加
で
進
め
る
環
境
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
を
導
入
し
て
は

本
市
の
地
球
温
暖
化
対
策
へ

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う

６月22日、市民活動を財政的に支援する「きらめき補助金」の公開プレゼンテー
ションと選考会が行われました。今年度は、11団体への交付が決定しました
〈市役所３階会議室にて〉

「市議会報あやせ」は、直接お届けしています
　「市議会報」は、市シルバー人材センターの会員が配布しています。
　お手元に届かない場合は、同センター（☎70‐3088）へご連絡ください。

次号は、11月15日発行です。

●
５
月

15
日　

議
会
運
営
委
員
会

19
日　

５
月
臨
時
会
・
議
会
全
員
協
議
会

26
日　

議
会
運
営
委
員
会

●
６
月

２
日　

６
月
定
例
会
本
会
議
（
初
日
）
・

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会
・
議
会
全
員
協

　
　
　

議
会

５
日　

教
育
福
祉
常
任
委
員
会

６
日　

経
済
建
設
常
任
委
員
会

11
日　

基
地
対
策
特
別
委
員
会

16
日　

６
月
定
例
会
本
会
議
（
第
２
日
）

17
日　

６
月
定
例
会
本
会
議
（
第
３
日
）

　
　
　

・
議
会
運
営
委
員
会

20
日　

６
月
定
例
会
本
会
議
（
最
終
日
）

　
　
　

・
議
会
運
営
委
員
会
・
議
会
全
員

　
　
　

協
議
会
・
議
会
報
編
集
委
員
会

●
７
月

２
日  

長
野
県
須
坂
市
議
会
議
員
来
市

８
日
〜
９
日　

議
会
運
営
委
員
会
行
政
視

　

各
委
員
会
は
、
優
れ
た
施
策
を
市
政
に

反
映
さ
せ
る
た
め
、
先
進
地
な
ど
を
視
察

し
て
、
特
定
事
項
に
つ
い
て
情
報
を
収
集

し
、
専
門
的
知
識
を
深
め
ま
し
た
。

　

視
察
内
容
の
詳
細
は
、
議
会
事
務
局
で

閲
覧
で
き
ま
す
。

●
議
会
運
営
委
員
会

視
察
日
程
・
７
月
８
日
〜
９
日

【
兵
庫
県
姫
路
市
】

▽
市
議
会
の
広
報
・
Ｐ
Ｒ
活
動
に
つ
い
て

▽
議
会
運
営
（
改
革
）
に
つ
い
て

●
基
地
対
策
特
別
委
員
会

視
察
日
程
・
８
月
７
日
〜
８
日

【
宮
城
県
東
松
島
市
・
松
島
基
地
】

▽
基
地
の
概
要
に
つ
い
て

▽
基
地
対
策
に
つ
い
て

▽
騒
音
対
策
に
つ
い
て

▽
防
衛
補
助
関
連
事
業
に
つ
い
て

▽
基
地
内
視
察

　
　
　

察
（
兵
庫
県
姫
路
市
）

16
日　

宮
城
県
東
松
島
市
議
会
議
員
来
市

18
日　

議
会
全
員
協
議
会

28
日　

厚
木
基
地
に
関
す
る
要
望
書
提
出

　
　
　

（
防
衛
省
ほ
か
）

29
日　

議
会
報
編
集
委
員
会

●
８
月

７
日
〜
８
日　

基
地
対
策
特
別
委
員
会
行

　
　
　

政
視
察
（
宮
城
県
東
松
島
市
・
松

　
　
　

島
基
地
）

議
会
の
動
き

委
員
会
の
行
政
視
察


